
293細胞を用いたJCウイルス増殖の解析	

解　説	
	

1.  リアルタイムRT-PCRにより、T抗原の発現量はIMR-32馴化株が高かった。	

2.  DNA replication assayにより、 IMR-32馴化株でDNA複製がみられた。	

3.  Dpn I処理とリアルタイムPCRにより、 IMR-32馴化株で増殖がみられた。  	
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 3. 293細胞におけるJCVの増殖 �

Mad-1:PML患者の脳からの分離株 
 
M1-IMRa, M1-IMRb：IMR-32馴化株 
 
CY：健常人の尿からクローニングした株�


